












ＯＫＲとは？

OKRとは「Objectives and Key Results（目的と主な結果指標）」の略

称です。Intelで誕生し、Google、Facebookなど、シリコンバレーの成

長企業が取り入れていることで、近年注目を集めています。

日本でも、メルカリ、freee、SansanなどのIT・ベンチャー企業を皮切

りにOKRの採用が進みました。最近では花王、静岡銀行など大手企業で

の導入も広がっています。

OKRは目標管理手法ではありますが、マンガに登場する通り設定だけで

なく運用においてもコミュニケーションを繰り返すことが大切です。

そのため、OKRは単なる目標を管理だけする手法ではなく、チーム全員

が同じベクトルに協力して向かうためのコミュニケーション・ツールで

あり、マネジメント手法であるとも言えます。

ＯＫＲはみなさんの最も重要な目標を明確にする。全員の努力の

ベクトルを合わせ、協力させる。組織全体に目的意識と連帯感を

もたらし多様な活動を結びつける。

ジョン・ドーア著『Measure What Matters』より



OKR は、「Objectives（目的）」と「Key Results（主な結果指標）の

２つの要素で構成されます。

Objectives は「何を達成したいのか？」を示すワクワクする定性的な目

的です。現状を大きく上回る挑戦的な設定であり、メンバーにとって魅

力的かつ、会社、部門、個人の間での一貫性が求められます。

Key Results は「どのように目的を達成するか？」示す目的の達成度を

測るための指標です。そのため、目的との結びつきがあり、計測可能で

な指標が求められます。１つのObjectivesに対し、2-5つの重要なもの

に集中して容易ではないが達成可能な水準に設定します。

長期的なビジョンにを目指して、OKRは通常四半期ごとに設定します。

常に全社公開する透明性をもって運用を繰り返します。

【OKRの主な特徴】

• 会社、部門、個人での一貫性

• 四半期ごとに設定

• 挑戦的である

• 常に全社公開する透明性

ＯＫＲの特徴



OKRの運用では、「常に全社公開する透明性」と「高頻度のコミュニ

ケーション」がカギになります。

透明性と高頻度のコミュニケーションによって、全員の参画意識を高め、

挑戦に向かうベクトルが合い、協力して目指すことを可能とします。ま

た挑戦的な設定に対して、素早く振り返って学習することにより、メン

バーもチームも成長します。

そこで、高頻度のコミュニケーションを取るために、OKRでは「1on1

ミーティング」、「チェックイン」、「ウィンセッション」と呼ばれ

る場を設定します。

ＯＫＲの運用

チェックイン

ウィンセッション

1on1ミーティング
（上司部下） 1週間～１か月に一度

部下の成長を目的に1対1で話し合う

（チーム全員） 毎週月曜日

全体で仕事の進捗と予定を確認する

（チーム全員） 毎週金曜日

全員のできたことを承認、称賛しあう

【OKR運用：３つの場】



ＯＫＲの成功ポイント

OKRは導入するだけで、必ず成功するわけではありません。OKRの威力

を最大限活用することで、組織を成功に導くにはためのポイントを解説

します。

導入目的を明確に！

現在の組織課題とありたい姿を明

確にすることがOKR成功の第一歩

です。目的なしに流行りに乗って

導入するだけでは成功しません。

各ステップで対話を大切に！

導入教育、設定、運用の各ステッ

プは一方的な指示ではなく対話を

行います。OKRが自分ごと化し、

全員参加型組織に変わります。

幹部のコンセンサスを得る！

OKR成功には、幹部の前向きな合

意が欠かせません。不安、疑問を

解消した上で、社員に向けた導入

教育を行いましょう。



E-mail service@tabanel-japan.com

HP https://tabanel-japan.com/

株式会社タバネル

お気軽にお問い合わせください


